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伊賀びと（名張市）中西 崇雄
な か に し  た か お

さん（46歳） NPO法人「地域と自然」理事長 
 名張へ移住され１２年になる中西さん。もともと自然

が大好きで、自然に対する活動として『ホームページ開

設』が始まりであったと話す。サラリーマンをしながら

活動する中で、多くの人との出会いが活動の輪を広げる

結果となり、３年前にNPO法人を取得。法人としてこれ

まで多くの環境学習や調査活動を行ってきたが、仕事の

片手間では十分に「多くの人に自然の良さを伝えること

も出来ない」、また、本業として活動することで「今ま

で以上に頑張れて、多くのことが出来る」と、仕事を辞

め現在の活動に専念している。 

 中西さんは、「単に自然に対する解説をするのでは自

分も相手も楽しくない」と常に“親しみやすく面白いこ

とをして人に受け入れてもらえるように”を心がけ自然

と忍者を組み合わせた仕掛けを考えたりして、より身近

に楽しみをもって自然の良さを知ってもらう『きっかけ

づくり』に取り組んでいる。 

“自然の心を人の心へ…、楽しく前向きに”をモットー

に、今後「自然体験や環境保全活動からまちづくりにつ

ながるように自分たちの活動を続けていきたい」と目標をもっておられる。また、７月1日からは赤目四十八滝

キャンプ場の指定管理者として活動拠点を移し「キャンプ場での楽しみ方や自然の良さを多くの人に知っても

らいたい」と意欲的に今後の活動に対して語ってくれた。   （８ページに地域と自然ＮＥＷＳ掲載開始） 

伊賀びと（伊賀市） 福永 敏子
ふ く な が  と し こ

さん（53歳） タロット・マスター 霞 仙女 
 勤めていた高校を今春退職し、タロット占いと相談を合わせ

たタロット・マスター「霞仙女（かすみせんにょ）」として新

たな人生をスタートさせた。 

 県内の公立高校で31年間、家庭科や福祉科の授業を担当。そ

の傍らで趣味として知人らをタロットで占ってきたが、仕事に

打ち込んでいた50歳の頃、健康診断でC型肝炎であることが分

かり、2年前から休職。闘病生活が始まった。食欲不振や脱毛

など副作用を克服したことが、人生観も変えるきっかけにも

なったという。治療の効果もあって、現在は健康を取り戻した

が、「50歳になったら自分にしか出来ないことをしたい」とタ

ロット・マスターとして独立することを決心。非常勤講師とし

て働きながら、占いと相談を受ける。 

 福祉科の教師として身につけたカウンセリングや精神分析の

手法と、タロット占いを融合させることにより「タロット・セ

ラピー」という、全く新しい癒しの手法を確立した。タロッ

ト・セラピーの最大の特徴は、占いならば占い師が主役である

が、ここでは相談者が主役であり自分が支援者として関わるこ

とである。「人生の醍醐味は、心と身体と環境との調和の上に

自己決定があり試練を越えて実現する過程にある。自分の力を

信じ、自己の足で歩き、失敗を恐れず正面から物事に向き合え

るよう支援することがタロット・セラピーの目的だ」と妖艶な

趣で語った。  （６ページに「今月の切り札」連載開始） 
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